
韓
国
・
国
立
博
物
館
の
事
例
か
ら
考
え
る

作
品
解
説
の
多
言
語
化
に
つ
い
て

話題

当
館
学
芸
部
研
究
員
　
朴
　
株
顯

パ
ク
　
　
ズ
ヒ
ョ
ン

　奈
良
国
立
博
物
館
を
含
め
各
地
の
四
カ
所
の
国
立
博
物
館
は
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
り
来
日
す
る
多
く
の
外
国
人
来
場
者
に
対
応
す
る
た
め
、
既
存
の

日
本
語
、
英
語
以
外
に
も
中
国
語
、
韓
国
語
の
解
説
を
取
り
入
れ
る
事
業
を
二
〇
一
七
年
七
月
か
ら

本
格
的
に
実
施
し
始
め
た
。
そ
の
事
業
に
関
連
し
て
、
当
館
の
学
術
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、

韓
国
の
博
物
館
に
お
け
る
多
言
語
対
応
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
に
約
一
カ
月
間
、
韓
国
に
訪
問
す

る
機
会
を
得
た
。
韓
国
国
内
に
あ
る
九
カ
所
の
国
立
博
物
館
と
、
八
カ
所
の
市
立
博
物
館
、
二
カ
所

の
私
立
博
物
館
を
調
査
し
て
き
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
韓
国
の
博
物
館
に
お
け
る
作
品
解
説

の
多
言
語
化
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

　そ
の
前
に
当
館
の
現
状
を
確
認
す
る
と
、
平
常
展
に
相
当
す
る
な
ら
仏
像
館
名
品
展
の
場
合
、
挨

拶
文
と
各
章
を
説
明
す
る
文
章
、
作
品
の
基
本
情
報
（
作
品
名
・
作
者
・
素
材
・
所
蔵
者
）
を
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
の
順
に
四
カ
国
語
で
表
記
し
て
お
り
、
作
品
の
解
説
も
お
よ
そ
半
分

を
四
カ
国
語
で
表
記
し
て
い
る
。
一
方
、
韓
国
の
国
立
博
物
館
の
常
設
展
の
場
合
、
挨
拶
文
と
各
章

を
説
明
す
る
文
章
は
日
本
と
同
じ
く
四
カ
国
語
で
表
記
し
て
い
る
が
、
作
品
の
基
本
情
報
は
ハ
ン
グ

ル
・
漢
字
・
英
語
の
順
に
表
記
し
、
作
品
の
解
説
は
ほ
と
ん
ど
韓
国
語
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
韓
国

の
外
国
語
表
記
の
内
容
は
明
ら
か
に
原
文
よ
り
少
な
く
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
い
な
い
も
の

が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
作
品
の
基
本
情
報
と
解
説
を
四
カ
国
語
で
表
記
し
て
い
る
数
が
多
い
点
と
、

原
文
を
忠
実
に
翻
訳
し
て
い
る
点
か
ら
み
る
と
、
当
館
の
方
が
、
多
言
語
化
が
進
ん
で
い
る
と
も
言

え
る
。

　し
か
し
、
解
説
文
の
外
国
語
表
記
を
短
く
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
韓
国
の
国
立
博
物
館
の
場

合
、
翻
訳
用
の
原
稿
を
別
に
用
意
し
て
お
り
、
意
図
的
に
短
く
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
外

国
人
に
あ
ま
り
に
も
細
か
い
情
報
を
提
供
す
る
と
、
そ
の
分
難
し
く
な
り
、
作
品
に
集
中
で
き
な
い

か
ら
だ
と
い
う
。
私
も
実
際
に
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
た
め
、
こ
の
意
見
に
賛
成
で
き
る
部
分
が

あ
る
。
日
本
人
の
よ
う
に
日
本
の
歴
史
の
基
礎
知
識
が
な
い
人
の
場
合
、
日
本
人
向
け
に
詳
し
く
書

か
れ
た
も
の
を
、
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
読
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
が
明
確
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
見
慣
れ
な
い
固
有
名
詞
な
ど
を
読
む
こ
と
に
必
死
で
、
作
品
の
鑑
賞
に
集
中
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
。
博
物
館
で
は
「
目
の
前
に
あ
る
本
物
を
見
る
」
と
い
う
行
為
も
大
事
な
の
に
、
そ

れ
を
邪
魔
し
て
し
ま
う
。
と
は
い
え
、
作
品
の
情
報
や
解
説
が
全
く
な
い
と
、
こ
の
作
品
が
一
体
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
な
ぜ
重
要
で
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
興
味
を
も
た
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
作
品
解
説
は
そ
の
作
品
の
鑑
賞
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を
入
れ
る
こ
と
が
大
事
で
、
外
国
人

に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
情
報
は
削
っ
た
り
、
逆
に
興
味
を
も
ち
そ
う
な
情
報
を
入
れ
た
り
し
て
、

翻
訳
の
前
に
原
稿
の
再
構
成
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
作
品
解
説
に
関
す
る
問
題
以
外
に
も
当
館
は
、
多
言
語
対
応
の
範
囲
、
I
T
技
術
の

導
入
、
人
材
の
育
成
な
ど
、
多
言
語
対
応
に
関
す
る
様
々
な
問
題
点
と
そ
の
解
決
策
を
考
え
、
改
善

し
て
い
く
最
中
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
約
一
年

半
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
言
語
対
応
事
業
を
通
じ
て
、
日
本
の
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
を
存
分
に
活
用
し
た
い
と
思
う
。 

　4月13日（土）から開催する「国宝の殿堂　藤田美術
館展―曜変天目茶碗と仏教美術のきらめき」のチラシ。
外国人の来場者をよりわかりやすい内容で引きつける
ため、中国語と韓国語の表記は日本語のタイトルとは
別に考え、「国宝の殿堂　藤田美術館展―宋代の遺
産・曜変天目茶碗と日本の仏教美術」としている。


